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１ ．はじめに

　多くのオープンスキルスポーツにおいて、選
手は、複雑な環境の中から適切な情報を効率的
に知覚し、素早く反応しなければならない。こ
れを実現するために、選手は、ボールなど対象
物の飛来中に効果的な視覚手がかりを用いて重
要な視覚情報を獲得していると考えられている
（Gouletら、1989；Bardら、1981；Savelsberghら、
2002；Savelsberghら、2005）。
　視覚手がかりに関する研究ではしばしば時間
遮蔽手法を用いた検討が行われている。時間遮
蔽手法とは、予測しなければならない状況の映
像が呈示される際、ある特定の時間条件で映像
を遮蔽し、それ以降の映像を呈示しないで、最
終的な結果を予測させる方法であり、予測の時
期を推定する手法のことである（兄井、2008）。
例えば、Jonesら（1978）によると、この手法を
用いてバドミントンのスマッシュレシーブにお
いて、スマッシュ後84msまでのシャトルからの
情報が重要であることを明らかにしている。
　野球の打撃時においても投手の投球は非常に
高速なため、迅速かつ正確な情報処理が求めら
れている。そこで打者も、投手や飛来するボー
ルを手がかりとして重要な情報を獲得している
と考えられている。Paullら（1997）や石垣ら

（1997）では、ボール飛来映像に対する時間遮蔽
手法を用いることによって、ボール飛来中にお
ける熟練者の視覚手がかりを検討している。そ
れらの結果から、熟練打者は、投球時のリリー
ス初期におけるボール情報を手がかりとして、
投球を予測や反応をしていることが明らかにさ
れている。
　これまでの野球の打撃時における視覚手がか
りの研究において、ボール飛来中における視覚
手がかりの検討がなされているが、呈示刺激の
遮蔽方法およびその刺激に対する反応について
課題が残されている。
　これまでの遮蔽の方法は、技術上の困難さが
あり、設定された時刻以降の視覚情報を用いず
にその後の反応を求めている。しかしながら、
眼球運動を測定した研究において熟練打者は、
ボールがホームベースの1.7m前にくるまで追
尾できることが明らかにされている（Bahill ら、
1984）。よって視覚を遮蔽する実験においても、
遮断後に再度開放することにより遮断範囲を規
定する方法が有効であると考えられる。また、
これまでこの遮蔽手法を用いた多くの研究にお
いて刺激の呈示について、映像を観察すること
であり、実際の投球による反応については検討
はなされていない。
　そこで本研究では、実際の投球を観察し、限
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定的にボールの飛来情報が遮蔽された投球を観
察して打撃遂行の意思決定を行い、打者の視覚
手がかりを明らかにすることとする。本研究の
課題を解決することで、野球の打撃時に打者が
必要となる視覚情報を明らかにすることができ
る。このことは、打撃のパフォーマンス向上や
指導の一助となる。

２ ．方法

（ １）実験対象者
　実験参加者は、野球部に所属する競技歴10年
以上の野球選手（20歳）3名であった。実験に
先立ち、すべての被験者は実験内容について十
分に説明を受け、文書による承諾を得たうえで
実験に参加した。本研究は、「中京大学体育学研
究科　人を対象とする倫理規定審査委員会」の
承認を得て行われた。
（ ２）実験手順
　実験対象者は、ボールの飛来情報が遮蔽され
た投球を観察して打撃遂行の意思決定を行う
こととした .まず、実験対象者は、液晶シャッ
ターゴーグル（ToTaL Control System Translucent 

Techonologies社）を装着し、バットを持たせた
（図1）。その後、実験対象者は、バッターボッ
クス内に立位姿勢を保ち、ピッチングマシンか

らの投球を観察した。実験対象者には打つと判
断したら、バットに装着しているスイッチボタ
ンを押すことを求めた（図2）。
（ ３）装置
　ホームプレートから18.44m先にピッチング
マシンを設置し、ホームプレートに向かって、
ボールを放出した。なお、目安としてボールの
球速は、時速130キロが放出されるように設定
した。
　液晶シャッターゴーグルを実験対象者が装着
することで、飛来中のボールの情報を遮蔽す
る。投手から打者の間（約17m）で遮蔽開始と
遮蔽終了の2つの地点に光電センサ（アンプ分
離型光電センサ　E3Z－61 OMRON社）を設置
した。投球されたボールがそのセンサを通過す
ると、センサからの信号によりゴーグルの視界
が遮断された。先行研究にならい、以下の3地
点に光電センサを設置し、ボールの刺激を遮蔽
した。：リリース直後（①ピッチャープレート
から2mの地点）から5mの地点までの間のボー
ルの刺激を遮蔽させる条件、②ピッチャープ
レートから8mの地点から11mの地点までの間
のボールの刺激を遮蔽させる条件、③遮蔽なし
の条件。実験風景について図3に示す。
　バットに装着したスイッチボタンの信号およ図 １　液晶シャッターゴーグル

図 ２　ボタンを装着したバットと遮蔽ゴーグル
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び、リリース直後の外部出力信号は、デジタル
ビデオカメラ（EXILIM　CASIO社）を用いて
記録した。
（ ４）分析方法
　遮蔽をしない条件を含め、各遮蔽条件におけ
る反応時間を測定した。反応時間はボールリ
リース時点から実験対象者がスイッチボタンを
押した時点をまでの間隔を反応時間と定義し
た。ストライクコースをボールが通過した際に
ボタン押し反応を行った試行の反応時間を分析
した。各遮蔽条件でボタンを押した5試行を分
析対象とした。

３ ．結果および考察

　各遮蔽条件における反応時間の平均値を表1
に示す。遮蔽なし条件とリリース直後から5m
の地点までの間を遮蔽した条件の平均反応時間
を比較すると、遮蔽した条件の方が全実験参加
者で遅延がみられた。これらの遅延は、リリー
ス直後から5mの間に、投球時のリリース初期

のボール情報が失われたことにより生じたと考
えられるが、この結果は、Paullら（1997）や石
垣ら（1997）による、熟練打者は、投球時のリ
リース初期におけるボール情報を手がかりとし
て、投球を予測や反応をしているという知見を
支持すると考えられる。
　また、遮蔽なし条件とピッチャープレートか
ら8mの地点から11mの間を遮蔽した条件の平
均反応時間を比較すると、この間を遮蔽した条
件においても変化がみられた。これらの結果か
ら、リリース初期のボール情報のみが重要であ
るであるのではなく、その他の時期からも情報
を得ている可能性が示唆された。そして、Bahill 

ら（1984)により、眼球運動を測定した研究にお
いて熟練打者は、ボールがホームベースの1.7m
前にくるまで追尾できることが明らかにされて
いるが、本実験の結果も、ボールを追尾する必
要性が示唆され、リリース初期以外にもボール
情報の手がかりを検討していくことが求められ
た。
　今後の課題として、実験参加者を増やし統計
学的な検討を含め、本研究で明らかになった課
題を検討としていく必要性がある。また本実験
の遮蔽条件は、先行研究にならい3mの間隔で
遮蔽した。遮蔽間隔を変化させた条件の反応を
検討していく。さらに、投球はバッティングマ
シンを用い、球種もストレートで、速度が一定
であった。実際のバッティングでは投手から投
球され、球種や速度が変化し非常に複雑であ
る。今後は、球種や速度の条件を増やし検討を
していくことも求められる。

図 ３　実験風景

表 １　各条件における平均反応時間（ms）

遮蔽なしの条件

リリース直後から
5mの地点までの間
を遮蔽した条件

ピッチャープレート
から8mの地点から
11mの間を遮蔽した

条件
実験参加者１ 194.7 245.3 355.5
実験参加者２ 241.2 253.5 235.2
実験参加者３ 225.0 241 250
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